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衆
議
院
議
員
鈴
木
宗
男
君
提
出
国
家
公
務
員
の
表
現
の
自
由
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
に
つ
い
て

憲
法
第
二
十
一
条
第
一
項
は
、
「
集
会
、
結
社
及
び
言
論
、
出
版
そ
の
他
一
切
の
表
現
の
自
由
は
、
こ
れ
を
保
障
す
る
。
」

と
規
定
し
て
い
る
と
こ
ろ
、
同
項
に
い
う
「
表
現
の
自
由
」
と
は
、
一
般
に
、
外
部
に
向
か
っ
て
そ
の
思
想
、
信
条
、
主
張
、

意
思
、
感
情
な
ど
を
表
す
一
切
の
自
由
を
意
味
す
る
も
の
と
解
し
て
い
る
。

二
に
つ
い
て

憲
法
二
十
一
条
第
二
項
は
、
「
検
閲
は
、
こ
れ
を
し
て
は
な
ら
な
い
。
」
と
規
定
し
て
い
る
と
こ
ろ
、
昭
和
五
十
九
年
十

二
月
十
二
日
最
高
裁
大
法
廷
判
決
で
は
、
同
項
に
い
う
「
検
閲
」
と
は
、
「
行
政
権
が
主
体
と
な
つ
て
、
思
想
内
容
等
の
表

現
物
を
対
象
と
し
、
そ
の
全
部
又
は
一
部
の
発
表
の
禁
止
を
目
的
と
し
て
、
対
象
と
さ
れ
る
一
定
の
表
現
物
に
つ
き
網
羅
的

一
般
的
に
、
発
表
前
に
そ
の
内
容
を
審
査
し
た
う
え
、
不
適
当
と
認
め
る
も
の
の
発
表
を
禁
止
す
る
こ
と
を
、
そ
の
特
質
と

し
て
備
え
る
も
の
を
指
す
」
と
さ
れ
て
い
る
。

三
に
つ
い
て

憲
法
第
二
十
一
条
第
二
項
の
検
閲
の
禁
止
は
、
公
共
の
福
祉
を
理
由
と
す
る
例
外
の
許
容
を
も
認
め
な
い
趣
旨
と
解
し
て

一



お
り
、
国
家
公
務
員
に
対
し
て
も
同
様
で
あ
る
。

四
に
つ
い
て

憲
法
第
二
十
一
条
第
一
項
が
保
障
す
る
表
現
の
自
由
は
、
民
主
主
義
国
家
の
政
治
的
基
盤
を
成
し
、
国
民
の
基
本
的
人
権

の
う
ち
で
も
取
り
分
け
重
要
な
も
の
で
あ
る
が
、
国
家
公
務
員
の
表
現
の
自
由
に
つ
い
て
は
、
行
政
の
中
立
的
な
運
営
と
こ

れ
に
対
す
る
国
民
の
信
頼
を
確
保
す
る
た
め
、
政
治
的
行
為
が
制
限
さ
れ
る
な
ど
、
一
定
の
制
約
が
あ
る
も
の
と
考
え
ら
れ

る
。

五
に
つ
い
て

具
体
的
事
情
が
明
ら
か
で
な
い
た
め
、
お
尋
ね
に
つ
い
て
、
一
概
に
お
答
え
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
国
家
公
務
員
の

表
現
の
自
由
の
制
約
に
つ
い
て
は
、
四
に
つ
い
て
で
述
べ
た
と
お
り
で
あ
る
。

二


